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公益社団法人 大阪聴力障害者協

会様からいただきました。

〇魅る手話テキスト

３月６日（土）、１９日（金）に字幕ボランティア体験会を開催し、両日
で９名の方が参加されました。

聴覚障害者向け字幕について説明後、字幕ボランティアが作成し
た字幕を映像と共に見ました。

その後、実際に映像を見ながら字幕を付け、最後に全員で確認しま
した。

字幕ボランティア体験会を開催しました

新着DVD

〇ろうを生きる難聴を生きる

・アジア盲ろう者会議 前編、後編

〇俺は、君のためにこそ死にに行く

〇紅の豚

要約筆記体験会を開催します

〈日時〉 ４月２４日（土）、５月７日（金） 午後１時～３時

〈場所〉 情報センター会議室

※事前に申込みが必要です。詳細はホームページをご覧ください。

※手話を言語として意識した

動画による教材です。



ペンリレー

山梨県立ろう学校 校長

岩崎 雄治 氏

聴情センターや聴覚障害者を取り巻く環境など、センターの運営に

ご意見をいただく委員会のメンバー５名の方に寄稿していただくコー

ナーです。
今回は運営委員の岩崎様です。

～こどもたちが充実した人生を～

聴覚障害者情報センター運営委員の岩崎です。

今後も情報センターの充実・発展に微力ながらお手伝いできればと

思っています。

本校では毎年、情報センターを通じて子どもや保護者、教職員を対象

とした学習会や手話研修会等に講師の派遣をお願いしています。このこ

とは、本校の子どもや保護者が障害について理解を深めることや、教職

員の資質及び専門性の向上に繋がっています。また、本校では学校行事

や校内研修会等の際に手話通訳者の派遣を依頼し、情報保障を行ってい

ます。

昨年度は高等部の３年生４名が校外学習として情報センターを訪問し、

情報保障の方法や利用可能な福祉サービス等について見学しました。生

徒たちは情報センターの事業内容等について理解を深めるとともに、卒

業後の生活を考える大変よい機会となりました。

事後学習では生徒から「手話通訳者の存在や情報センター主催のイベ

ントは知っていたが、事業内容については知らないことが多くあり、と

ても勉強になった。」「卒業後も県内に在住するので、困った時にはお

世話になるかも知れないと思った。」などの感想が寄せられました。生

徒にはこの教育活動を通して学んだことを卒業後の生活に生かしていっ

てほしいと思います。

今後も情報センターと連携を図りながら、本校の教育活動の充実に努

めていきたいと思います。



　

　

　

めていきたいと思います。

５月からの予定です。

〇手話で学ぶ日本語教室

・5月22日（土）、6月19日（土）、7月4日（日）

〇1人身になった時の終活

・6月5日（土）

全て福祉プラザ4階大会議室で行います

手話通訳者、要約筆記者養成講習会

〇手話通訳者養成講習会
〇要約筆記者養成講習会
ともに４月から募集が始まり、５月から開講します。
１年間通しての講習会です。ぜひお申し込みください。

※詳細は職員までお問い合わせください。
ＴＥＬ：０５５－２５４－８６６０

県立甲府城西高等学校で、１、２年生を対象に手話講話を行いまし
た。

内容は聴覚障害についてや、コミュニケーション方法、簡単な手話、
手話で校歌を歌ってみるなどです。

福祉講話を行いました

学生からは、手話を初めて知った。これか
ら聴覚障害者にあった時には、いろいろなコ
ミュニケーションの方法を試してみたい。など
の感想をいただきました。



日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6
7

要約筆記体験会
8

9 10 11 12 13 14
15

要約筆記定研

16

手話通訳養成
難コミ

17 18
19

要約筆記養成
20

手話通訳養成
21

手話通訳養成
22

成人学級

23

要約筆記養成
手話通訳養成

24 25
26

要約筆記養成
27

手話通訳養成
28

手話通訳養成
29

手話通訳養成

30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16
17

盲ろう現任研修

18 19
20

委嘱式
21 22 23

24
要約筆記体験会

25

難コミ
26 27 28 29 30

４月２０日（火）は委嘱式のため、

午後５時１５分に閉館します。


